
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
６
８
回 

 

行
仙
宿
の
巡
回
整
備
と
迎
春
準
備 

 

◇
実
施
日 

 

１
２
月
１
０
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
湯
川
一
郎
、
大
森
洋
、
濱
野
兼
吉
、

畑
林
秀
味
・
清
子
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
生
熊
千
満
子
、
上

村
和
美
、
山
川
自
知
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子
、
梶
野
照
雄
、
山

口
泰
宏
、
高
橋
桂
太 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
７
名 

  

い
よ
い
よ
今
年
最
後
の
定
例
行
事
と
な
っ
た
。
こ
の
日
の
天
気
予
報
は
晴
で
、

気
温
が
２
０
℃
近
く
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
絶
好
の
作
業
日
和
で
あ
る
。 

迎
春
用
品
や
マ
キ
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
持
参
品
も
多
い
こ
と
か
ら
入
念
に
準
備
、

確
認
し
て
準
備
を
整
え
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
水
場
の
し
め
縄
交
換 

 
 

 

慰
霊 

 
 
 
 

 
 

 

作
業
内
容
を
掲
示 

午
前
８
時
半
に
下
北
山
村
役
場
駐
車
場
に
集
合
、
車
４
台
に
分
乗
し
て
登
山
口

に
向
か
う
。
浦
向
の
ゲ
ー
ト
先
で
法
面
の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
１
２
月
２

２
日
か
ら
国
道
４
２
５
号
の
冬
季
通
行
止
め
が
始
ま
る
。
通
行
止
め
は
浦
向
か

ら
２
１
世
紀
の
森
迄
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
、
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
る
２
月
２

７
日
ま
で
の
間
、
行
仙
宿
に
行
く
こ
と
が
か
な
り
制
限
さ
れ
る
。 

 

い
つ
も
の
よ
う
に
階
段
か
ら
登
り
始
め
、
登
山
口
水
場
の
し
め
縄
を
交
換
、

川
島
前
代
表
の
供
養
塔
で
手
を
合
わ
せ
る
。
梶
野
君
は
古
く
な
っ
た
供
養
塔
を

新
し
い
も
の
に
交
換
し
て
く
れ
た
。 

 

第
２
ベ
ン
チ
で
休
憩
し
、
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
分
担
し
て
小
屋
に
荷
物
を

運
ぶ
。
先
行
し
た
高
橋
君
は
「
す
ご
く
楽
に
な
っ
た
」
と
２
往
復
し
て
荷
物
を

運
ん
だ
。 

 
 

 
 

 

雑
巾
が
け 

 
 

 
 
 

お
堂
も
大
掃
除 

 
 

 
 

水
場
の
し
め
縄
交
換 

 

行
仙
宿
に
着
き
、
玄
関
ド
ア
に
本
日
の
作
業
項
目
を
貼
り
だ
し
た
が
、
皆
さ

ん
各
自
の
役
割
を
心
得
て
い
て
、
す
ぐ
に
作
業
ス
タ
ー
ト
。
梶
野
、
濱
野
、
大

森
の
３
名
が
水
場
の
点
検
と
し
め
縄
交
換
に
。
高
階
鈴
子
さ
ん
が
管
理
棟
の
清



掃
を
お
一
人
で
。
児
嶋
さ
ん
は
古
い
発
電
機
の
動
作
チ
ェ
ッ
ク
と
煙
突
の
点
検

を
。
徳
子
ち
ゃ
ん
と
上
村
さ
ん
は
小
屋
の
清
掃
、
雑
巾
が
け
や
マ
ッ
ト
の
組
み

直
し
な
ど
を
。
美
根
子
さ
ん
は
ト
イ
レ
清
掃
。
大
江
、
生
熊
、
畑
林
さ
ん
は
お

堂
を
担
当
。
残
り
の
男
性
陣
は
雨
水
槽
の
水
抜
き
と
清
掃
。
高
橋
君
は
便
槽
の

汲
み
出
し
に
初
ト
ラ
イ
。
水
場
点
検
班
も
戻
り
昼
食
と
す
る
。
水
場
は
涸
れ
て

い
た
そ
う
だ
。 

昼
食
後
に
掃
除
機
を
使
っ
て
床
全
面
を
掃
除
し
、
午
後
１
時
前
に
予
定
し
た
作

業
を
終
え
た
。
最
後
に
玄
関
入
口
に
し
め
縄
を
取
り
付
け
、
小
屋
内
に
鏡
餅
な

ど
の
飾
り
を
置
い
て
作
業
を
締
め
た
。 

 
 

 
 

 

ブ
ロ
ワ
ー
で
掃
除 

 
 

 
 

便
槽
の
汲
み
出
し 

 
 

 
 

玄
関
に
し
め
飾
り 

持
ち
降
ろ
す
不
用
品
を
手
に
下
山
し
た
。
高
橋
君
は
重
さ
２
０
Ｋ
ｇ
ほ
ど
の
古

い
バ
ッ
テ
リ
ー
を
モ
ノ
レ
ー
ル
迄
運
ん
で
く
れ
た
。 

 

今
年
、
令
和
５
年
の
最
大
行
事
は
モ
ノ
レ
ー
ル
の
２
６
０
ｍ
延
伸
だ
ろ
う
。 

持
経
宿
小
屋
の
大
改
修
以
来
の
大
仕
事
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
完
工
し
た
の
も
会

員
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
、
山
林
所
有
者
の
上
平
氏
と
電
源
開
発
㈱
の
ご
理

解
に
加
え
、
仲
間
の
青
木
宏
充
氏
か
ら
の
御
寄
附
な
ど
、
大
勢
の
方
々
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
あ
る
。
感
謝
に
耐
え
な
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
し
、
今
後
の
活
動
に
お
い
て
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。 

 
 

 
 

 

雨
水
槽
を
空
に 

 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

 
 

下
山 

 

も
う
一
つ
は
、
こ
の
一
年
無
事
故
で
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
終
わ
っ
た
こ
と
だ
。 

「
無
理
す
る
な
、
安
全
第
一
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
実
行
で

き
た
こ
と
で
今
は
安
堵
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
。 

会
員
の
高
齢
化
な
ど
課
題
も
多
い
が
、
来
年
も
「
無
理
す
る
な
、
安
全
第
一
」

で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
皆
さ
ん
良
い
お
年
を
。 

 
行
動
タ
イ
ム 

08

：30
下
北
山
村
役
場
駐
車
場
→10

：00

行
仙
宿13

：37

→14

：10

補
給
路

登
山
口 

 


